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金木町企画室 

青森県北津軽郡金木町

大字金木字朝日山 323 
電話⑧ 211l 内線240 

*********************************************************************** 



桜づつみ公園 
第2回力ラオケ大会 
強く降り続く雨の中で8月 5日、 

嘉瀬商業会による「桜づつみ公園第 

2回カラオケ大会」が、嘉瀬桜づっ

み公園で行われました。 

参加者は19名、下は14歳から上は 

85歳の男女が自慢ののどを競い合い

ました。 

ねぶた合同運行 
―喜良市地区子ども会育成協力会―

喜良市地区子ども会育成協力会に
よるねぶた合同運行が 8月11日に出

陣しました。13台のねぶたは、 7 カ

月前からこの日のために各町内ごと

に手造りしてきたもの。 
喜良市生活改善センター前を出発

し、下・上派立、双葉町、喜良市小

学校までを 1時間かけて運行。 

ま 

つ 

	"“川I'll川II 広報かなぎ ② 

津軽の火祭り 
7月28・29日は、津軽の火祭りが

役場前特設会場で開かれました。 
28日は、今年で二度目の来町とな

る「みちのくプロレス」。町内はも
ちろん町外からのお客様で会場に入
りきれないほど大にぎわいでした。 

29日は、 「かなぎの四季」と題し
た金木町の四季折々の無形文化財に、 
帰省客のお客様から「なつかしい」 

の声が。 

暑かった今年の夏。町

内の至る所でカラオケ大

会、歌謡ショーやねぶた

運行など夏まつりのイベ

ントが開かれました。 
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月 3 

金木町一般廃棄物最終処分場 

	建設工事着エ 
平成 9 年 定 予 成 中 

フL 

\ 

\ 戸 

覆土置場 

ー． ー ーー ー」 

駐車場 

浸出水処理施設 ノJ 

（管理塔） ノ 
ノ 
～ 、 一， ～ ー ー ー 

覆土置場 

ストックヤード 

ー」ー、トラツクスケー)レ 

埋立処分場 

●今月の清潔なゴミ集積場
は下新町です 

集積所には、ネコ、イヌ、鳥による食

い散らかしを防ぐためのネットと掃除の

ためのほうきとちりさらいを設置してい

ます。下新町の皆さんが当番制で掃除し

ているというのは会長の今兼春さん。 

いつも清潔な下新町のゴミ集積場です。 

ン
タ
ー
で
焼
却
処
理
を
、
不
燃
物
 
活
を
営
む
た
め
に
平
成
七
年
九
月

に
つ
い
て
は
、
広
域
処
理
が
な
さ
 
か
ら
九
年
三
月
ま
で
の
二
年
間
を

れ
て
お
ら
ず
、
各
自
治
体
毎
に
処
 
か
け
金
木
町

一
般
廃
棄
物
最
終
処

理
し
て
お
り
、
現
在
、
嘉
瀬
山
処
 
分
場
が
建
設
さ
れ
る
運
び
と
な
り

分
場
の
処
理
能
力
は
ほ
ぽ
限
界
に
 
ま
し
た
。
 

達
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
民
の
 
一

般
廃
棄
物
処
分
場
は
、
喜
良

皆
さ
ん
が
便
利
で
快
適
な
日
常
生
 
市
字
小
田
川
山
一
番
地
三
号
に
総
 

設
 

施
 

町
民
の
生
活
水
準
の
向
上
や
消

費
の
増
大
に
伴
い
、
種
類
の
多
様

化
す
る
生
活
廃
棄
物
は
、
年
々
排

出
量
も
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て

き
ま
し
た
。
特
に
、
毎
日
排
出
さ

れ
る
家
庭
系
ゴ
ミ
の
う
ち
可
燃
物

に
つ
い
て
は
、
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
 

面
積
六
万
九
千
八
百
四
十
平
方
メ
 

ー
ト
ル

（内
、
埋
立
処
分
地

一
万

四
千
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
）
で
、
 

総
事
業
費
七
億
八
千
百
八
十
万
一
一

千
円
を
か
け
て
建
設
さ
れ
、
ゴ
ミ

の
推
定
処
分
量
五
万
三
千
二
百
五

十
五
立
方
メ
ー
ト
ル
と
し
、
処
理

目
標
年
次
十
五
年
と
な
っ
て
い
ま
 

図

す
。
 

画
 
こ
の

施
設
は
、
廃
棄
物
を
衛
生

計
的
に

処
理
す
る
た
め
、
埋
立
処
分
 

置
 

配
 
 

地
全
体
を
遮
水
整
備
と
し
て
ゴ
ム

シ
ー
ト
張
り
を
施
し
汚
水
の
流
出

で
周
辺
の
公
共
用
水
域
の
汚
染
な

ど
環
境
衛
生
に
支
障
の
な
い
よ
う

に
保
全
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
他
に
も
、
埋
め
立
て
た
ゴ
ミ

に
随
時
、
土
を
か
け
る
こ
と
で
鳥

獣
に
よ
る
ゴ
ミ
の
散
乱
を
防
い
だ

り
、
浸
出
水
処
理
設
備
で
は
、
埋

立
地
か
ら
の
汚
水
を
回
転
円
板
方

式
に
よ
り
生
物
、
凝
集
沈
殿
、
漁

過
、
減
菌
な
ど
の
化
学
処
理
設
備

も
導
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
 

こ
の

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

は
、
平
成
九
年
三
月
十
二
日
に
完

成
予
定
で
す
。
 



平
成
七
年

度
 
金
木
町

成
人
を

祝
う
会
 

夏
の

成
人
式
 

⑤ 広報かなぎ川川pill 

人
権
擁
護
委
員
が
委
託
 

町
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
に
つ

い
て
考
え
、
明
る
く
豊
か
な
社
会

を
つ
く
る
た
め
の
人
権
擁
護
委
員

に
平
成
七
年
八
月
一
日
か
ら
平
成

十
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
任
期

で
新
た
に
下
の
三
人
が
委
託
さ
れ

ま
し
た
。
 

く
 

佐藤 信也 	葛西 文昭 

▲委嘱状を受ける三人 ▲感謝状を受けとる中谷さん 

八
月
十
五
日
、
町
中
央
公
民
館

で
開
か
れ
た
平
成
七
年
度
金
木
町

成
人
を
祝
う
会
に
は
、
百
二
十
人

が
出
席
し
て
大
人
の
仲
間
入
り
を

し
ま
し
た
。
 

祝
う
会
で
は
、

田
中
町
長
が
 

「成
人
を
迎
え
た
皆
さ
ん
に
、
義

務
と
権
利
を
改
め
て
自
覚
し
て
頂

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
こ
の
後
、
 

今
県
議
会
議
員
、
小
田
桐
町
議
会

議
長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

新
成
人
を
代
表
し
て
木
田
敏
彦

さ
ん
が

「来
る
二
十
一
世
紀
。
緑

豊
か
な
住
み
よ
い
平
和
な
町
で
あ

る
ょ
う
努
力
し
ま
す
。
」
と
謝
辞

を
述
べ
た
後
、
小
野
瑞
穂
さ
ん
と

沢
田
睦
さ
ん
が
二
十
の
主
張
を
し

ま
し
た
。
小
野
さ
ん
は
、
 「戦
後

五
十
周
年
、
町
村
合
併
四
十
周
年

そ
し
て
成
人
式
と
節
目
の
年
。
素

直
な
今
の
気
持
ち
を
忘
れ
た
く
な

い
。
」
と
力
強
く
結
び
ま
し
た
。
 

こ
の
後
参
加
者
全
員
で
金
木
町

民
憲
章
を
唱
和
。
記
念
公
演
で
は
、
 

講
師
に
八
木
津
謙

一
先
生
を
迎
え
 

「
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
ど
う
生
き

る
か
」
と
題
し
て
記
念
講
演
を
し

ま
し
た
。
 

中
谷
定
雄
さ
ん
と
 

沢
田
薫
さ
ん
に
 

感
謝

状
 

今
般
退
職
さ
れ
た
沢
田
薫
さ
ん

と
中
谷
定
雄
さ
ん
に
、
多
年
に
わ

た
り
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
国
民

の
人
権
の
擁
護
と
人
権
思
想
の
普

及
高
揚
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
よ

り
、
法
務
大
臣
か
ら
、
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
 



町
議

A至
ハ
月
定

例
会
 

さ
る
六
月
二
十
日
か
ら
の
一
般

質
問
で
、
沢
田
茂
、
吉
崎
正
光
の

二
議
員
が
登
壇
。
田
中
町
長
は
①

積
極
予
算
、
無
駄
を
省
い
た
効
率

の
良
い
行
政
を
運
営
②
太
宰
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
で
文
化
の
町
を
ア
ピ
 

ー
ル
す
る
ー
な
ど
を
答
弁
し
た
。
 

沢
田
茂
議
員
 
一
、
小
野
元
町

議
会
議
員
の
報
酬
支
払
を
ど
う
す

る
の
か
。
 

一
、
旧
津
島
邸

（斜
陽
館
）
買
収

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
 

一
、
野
菜
予
冷
施
設
建
設
に
係
る

金
木
農
協
の
負
担
は
ど
う
な
る
の

か
。
 

一
、
運
動
公
園
の
今
後
の
整
備
は

ど
う
な
る
の
か
。
 

一
、
町
村
合
併
四
十
周
年
記
念
事

業
の
内
容
は
な
に
か
。
 

一
、
町
職
員
の
採
用
と
臨
時
職
員
 
 に

つ
い
て
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
 

一
、
地
域
防
災
計
画
、
地
域
防
災

会
議
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
 

一
、
行
政
改
革
は
ど
の
よ
う
に
行

う
の
か
。
 

田
中
町
長
 
一
、
地
方
自
治
法

第
二
百
三
条
や
町
職
員
の
給
与
条

例
第
十
二
条
の
解
釈
、
更
に
住
民

感
情
な
ど
も
合
わ
せ
考
え
て
次
回

定
例
会
ま
で
に
は
報
酬
の
支
払
に

つ
い
て
の
答
え
を
出
し
た
い
。
 

一
、
斜
陽
館
は
教
育
的
見
地
、
商

工
業
の
振
興
策
か
ら
町
で
取
得
す

べ
き
。
購
入
額
に
つ
い
て
は
引
き

下
が
る
ょ
う
努
力
す
る
。
 

一
、
金
木
農
協
よ
り
負
担
金
免
除

の
陳
情
書
は
出
さ
れ
て
い
る
が
、
 

事
業
実
施
に
当
り
農
協
で
負
担
金

を
出
す
と
い
う
こ
と
で
行
っ
た
経

緯
も
あ
り
、
負
担
は
し
て
い
た
だ

く
。
 

一
、
補
助
事
業
に
よ
っ
て
、
管
理

棟
や
休
憩
所
等
の
施
設
を
整
備
し

た
い
。
 

一
、
記
念
事
業
に
は
あ
ま
り
予
算

を
か
け
る
べ
き
で
な
い
。
内
容
は

準
備
委
員
会
等
を
設
け
て
決
め
た

い
。
伊
藤
忠
吉
氏
の
名
誉
町
民
に

つ
い
て
は
早
期
に
議
会
と
相
談
の

上
、
町
の
心
を
表
し
た
い
。
 

一
、
総
決
算
に
占
め
る
人
件
費
の

割
合
が
大
き
く
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
中
里
町
に
比
べ
、
職
員
が
多
 
 い

と
言
わ
れ
る
が
、
課
長
会
議
等

で
検
討
し
た
い
。
臨
時
職
員
に
つ

い
て
も
同
様
に
考
え
る
。
 

一
、
財
政
は
逼
迫
し
て
い
る
が
、
 

積
極
的
な
予
算
編
成
を
し
な
い
と

町
の
景
気
が
良
く
な
ら
な
い
。
無

駄
を
省
い
て
効
率
の
良
い
行
政
の

運
営
を
考
え
て
い
る
。
 

角
田
助
役
 
斜
陽
館
の
売
値
に

つ
い
て
は
数
人
の
方
に
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
。
金
木
農
協
の
寄
付
金

に
つ
い
て
は
組
合
長
が
出
す
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
。
職
員
の
数
に
つ

い
て
も
県
の
モ
デ
ル
定
数
に
近
づ

け
る
よ
う
町
長
と
話
し
合
っ
て
い

る
。
臨
時
職
員
も
行
政
改
革
を
し

て
数
を
減
ら
し
て
い
き
た
い
。
防

災
計
画
は
草
案
を
作
っ
て
い
る
段

階
で
あ
る
。
川
倉
児
童
館
は
廃
止

の
方
向
で
進
ん
で
い
る
。
 

今
教
育
次
長
 
運
動
公
園
に
は

管
理
棟
、
休
憩
所
等
近
い
将
来
建

設
し
た
い
。
野
球
場
の
ナ
イ
タ

ー
 

設
備
も
要
望
が
あ
れ
ば
検
討
し
た

い
。
 

吉
崎
正
光
議
員
 
一
、
誘
致
企

業
の
池
田
繊
維
が
引
き
上
げ
た
要

因
は
何
か
。
 

一
、
国
の
中
小
企
業
の
創
造
的
事

業
活
動
の
臨
時
措
置
と
は
何
か
。
 

一
、
斜
陽
館
の
取
得
に
絡
め
、
着

物
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
は

ど
う
か
。
 
 

一
、
道
路
用
地
の
保
全
対
策
と
し

て
境
界
杭
を
打
っ
て
は
ど
う
か
。
 

一
、
農
業
後
継
者
対
策
は
何
か
。
 

町
長
 
一
、
池
田
繊
維
は
人
件

費
の
高
騰
が
原
因
で
採
算
割
れ
と

な
っ
て
い
る
が
、
廃
止
で
は
な
く

休
止
状
態
に
あ
る
。
 

一
、
着
物
文
化
は
以
前
職
業
訓
練

校
で
和
裁
を
教
え
て
い
た
が
、
今

は
習
う
人
も
い
な
い
の
で
果
た
し

て
ど
う
か
。
太
宰
の
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
を
町
の
入
り
口
に
建
て
て
文
化

の
町
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
斜

陽
館
は
財
政
状
況
に
よ
り
早
期
に

購
入
し
た
い
。
 

一
、
道
路
の
境
界
を
は
っ
き
り
さ

せ
て
交
通
の
安
全
を
確
保
す
る
。
 

路
上
の
電
柱
は
調
査
し
て
移
転
等

の
対
策
を
す
る
。
 

一
、
嫁
の
問
題
等
農
業
後
継
者
の

対
策
は
大
変
で
あ
る
が
、
各
方
面

か
ら
ア
イ
デ
ア
を
募
っ
て
対
策
を

た
て
た
い
。
 

木
村
商
工
観
光
課
長
 
池
田
繊

維
の
従
業
員
は
失
業
保
険
の
手
続

き
中
で
、
そ
の
後
他
社
に
勤
め
た

い
と
し
て
い
る
。
他
の
誘
致
企
業

は
通
常
通
り
操
業
し
て
い
る
。
国

の
中
小
企
業
創
造
の
臨
時
措
置
法

は
今
年
度
内
に
県
で
方
針
を
ま
と

め
る
予
定
で
あ
り
、
そ
の
後
町
に

示
さ
れ
る
の
で
現
在
は
わ
か
ら
な

い
。
 

ま
た
、
同
議
会
に
お
い
て
次
の

事
項
が
可
決
さ
れ
て
い
る
。
 

議
案
第
三
十
六
号
 
平
成
七
年
度

金
木
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

一
号
）
の
件
 

議
案
第
」
干
七
号
 
平
成
七
年
度

金
木
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
 

（
第
一
号
）
の
件
 

議
案
第
三
十
八
号
 
金
木
町
立
喜

良
市
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
件

議
案
第
四
十
号
 
金
木
町
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
件
 

議
案
第
四
十
一
号
 
金
木
町
営
住

宅
使
用
料
及
び
徴
収
条
例
の

一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
件
 

議
案
第
四
十
二
号
 
町
道
路
線
廃

止
の
件
 

議
案
第
四
十
三
号
 
町
道
の
路
線

認
定
に
つ
い
て
 

報
告
第
六
号
 
平
成
六
年
度
金
木

町

一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計

算
書
報
告
の
件
 

報
告
第
七
号
 
平
成
六
年
度
金
木

町
水
道
事
業
会
計
継
続
費
繰
越
計

算
書
報
告
の
件
 

報
告
第
八
号
 
専
決
処
分
し
た
事

項
の
報
告
及
び
承
認
を
求
め
る
件
 

（
平成
七
年
度
金
木
町
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）
)
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